




推
薦
の
言
葉

社

会

福

祉

法

人
 

視

覚

障

害

者

支

援

総

合

セ

ン

タ

ー

理

事

長

高

橋

 

實
 

こ

の

た

び

、

「
挑

戦

こ

そ

わ

が

生

命

」

が

出

版

さ

れ

ま

し

た

こ

と

を

、

心

か

ら

喜

び

た

い

と

思

い

ま

す

。 

私

の

自

分

史

を

振

り

返

り

ま

す

と

、

私

も

一

人

の

挑

戦

者

で

あ

っ

た

こ

と

を

、

し

み

じ

み

と

感

じ

ま

す

。 

私

は

北

海

道

の

山

村

に

生

ま

れ

ま

し

た

。

初

め

旭

川

盲

唖

学

校

に

入

学

し

ま

し

た

が

、

学

年

が

進

む

に

つ
 

れ

て

鍼

按

業

に

疑

問

が

生

ま

れ

、

他

の

職

業

に

あ

こ

が

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

岩

手

盲

学

校

に

転

校
 

し

た

時

、

そ

の

時

の

校

長

先

生

が

一

冊

の

点

字

新

聞

を

手

渡

し

「
こ

の

点

字

新

聞

は

日

本

で

唯

一

の

も

の
 

で

す

。

こ

の

新

聞

の

編

集

長

は

盲

人

で

す

。

一

度

こ

の

人

に

手

紙

を

出

し

て

君

の

将

来

に

つ

い

て

相

談

し
 

た

ら

よ

い

。
」

と

勧

め

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

こ

の

時

、

私

は

「
ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

を

目

指

そ

う

」

と

、 

心

に

決

め

ま

し

た

。

そ

の

後

、

三

つ

の

難

関

が

待

ち

か

ま

え

て

い

ま

し

た

。

第

一

の

難

関

は

、

大

学

進

学

で

し

た

。

日

本

大

学

の

法

学

部

に

「
点

字

で

受

験

を

し

た

い

」

と

申

し

出



ま

し

た

が

、

断

ら

れ

ま

し

た

。

当

時

、

点

字

受

験

を

認

め

て

い

た

大

学

は

数

校

に

す

ぎ

ま

せ

ん

で

し

た

。 

盲

学

校

の

校

長

先

生

と

直

談

判

を

し

て

も

だ

め

で

し

た

。

し

か

し

、

幸

い

な

こ

と

に

理

解

の

あ

る
Ｙ

教

授
 

の

斡

旋

で

、

文

学

部

で

受

験

で

き

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

第

二

の

難

関

は

、

就

職

で

し

た

。

念

願

の

点

字

新

聞

の

会

社

に

願

書

を

出

し

ま

し

た

が

、

「
定

員

が

な
 

い
」

と

の

理

由

で

断

ら

れ

ま

し

た

。

そ

し

て

二

年

間

の

就

職

浪

人

の

苦

渋

を

味

わ

い

ま

し

た

。 

第

三

の

難

関

は

、

現

在

も

続

い

て

い

る

退

職

後

の

事

業

で

す

。

私

の

味

わ

っ

た

「
大

学

進

学

の

苦

渋

」 

「
就

職

の

苦

渋

」

を

後

輩

た

ち

に

は

、

何

と

し

て

も

味

わ

っ

て

ほ

し

く

な

い

、

と

の

強

い

思

い

が

あ

り

ま
 

し

た

。

そ

し

て

「
盲

学

生

情

報

セ

ン

タ

ー

」

を

設

立

し

ま

し

た

。

こ

れ

が

現

在

の

「
視

覚

障

害

者

支

援

総
 

合

セ

ン

タ

ー

」

で

す

。

こ

の

運

営

は

容

易

な

こ

と

で

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

現

在

も

そ

の

苦

難

は

続

い
 

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

皆

さ

ん

の

温

か

い

支

援

と

協

力

の

お

か

げ

で

、

本

年

設

立

二

〇

周

年

を

迎

え

る

こ
 

と

が

で

き

ま

し

た

。

感

謝

で

す

。

こ

の

書

の

挑

戦

た

ち

の

歴

史

を

読

み

ま

す

と

、

ど

う

し

て

も

私

の

歩

ん

で

き

た

道

と

重

な

り

、

昔

も

今
 

も

、

視

覚

障

害

者

の

生

き

る

道

は

容

易

で

は

な

い

こ

と

を

実

感

さ

せ

ら

れ

ま

す

。 

歴

史

書

は

専

門

用

語

が

多

く

て

読

む

の

に

苦

労

し

ま

す

が

、

こ

の

書

は

エ

ッ

セ

イ

と

し

て

書

か

れ

て

い
 

て

、

大

変

読

み

や

す

く

な

っ

て

い

ま

す

。

し

か

も

、

歴

史

的

史

実

に

沿

っ

て

記

述

さ

れ

、

現

代

の

私

た

ち
 

に

生

き

る

勇

気

と

指

針

を

与

え

て

く

れ

る

内

容

と

な

っ

て

い

ま

す

。



一

般

の

人

が

読

め

る

視

覚

障

害

者

の

歴

史

に

関

す

る

本

は

大

変

少

な

い

中

で

、

こ

の

一

冊

は

大

変

貴

重
 

な

本

で

あ

る

と

思

い

ま

す

。

今

ま

で

視

覚

障

害

者

に

関

わ

っ

て

き

た

人

た

ち

に

も

、

全

く

関

わ

っ

て

こ

な
 

か

っ

た

人

た

ち

に

も

、

広

く

推

薦

で

き

る

一

冊

で

す

。

こ

の

書

を

一

読

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

視

覚

障

害

者

に

対

す

る

理

解

を

深

め

て

い

た

だ

き

、

今

後

と

も
 

一

層

の

ご

支

援

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

平

成

十

八

年

七

月

一

日



ま
え
が
き

視

覚

障

害

と

は

何

と

大

変

な

障

害

な

の

だ

ろ

う

。

そ

れ

に

も

か

か

わ

ら

ず

視

覚

障

害

者

た

ち

は

、

何
と
 

エ

ネ

ル

ギ

ッ

シ

ュ

で

前

向

き

な

ん

だ

ろ

う

と

、

私

は

思

い

ま

す

。

白

い

杖

を

持

っ

て

、

あ

る

い

は

盲

導

犬
 

と

と

も

に

、

町

の

中

を

歩

い

て

い

る

姿

を

見

る

と

、

40
年

間

歩

行

訓

練

士

を

続

け

て

い

る

私

で

さ

え

、

感
 

動

さ

せ

ら

れ

ま

す

。

そ

れ

は

ま

さ

に

挑

戦

者

の

姿

で

す

。

ト

リ

ノ

で

の

パ

ラ

リ

ン

ピ

ッ

ク

の

ニ
 

ュ

ー

ス

は

、

今

ま

で

に

な

く

大

き

く

マ

ス

コ

ミ

で

報

道

さ

れ

ま

し
 

た

。

「
盲

導

犬

」

や

「
点

字

ブ

ロ

ッ

ク

」

の

ニ

ュ

ー

ス

も

、

た

び

た

び

報

道

さ

れ

て

い

ま

す

。

障

害

者

に
 

対

す

る

理

解

が

、

全

国

隅

々

ま

で

行

き

届

く

よ

う

に

な

っ

て

き

た

こ

と

は

、

大

変

う

れ

し

い

こ

と

で

す

。 

し

か

し

、

「
障

害

者

の

歴

史

上

の

人

物

を

何

人

知

っ

て

い

ま

す

か

」

の

問

い

に

、

ど

れ

ほ

ど

の

答

え

が
 

返

っ

て

く

る

で

し

ょ

う

か

。

小

・
中

学

校

の

教

科

書

に

、

以

前

か

ら

よ

く

取

り

上

げ

ら

れ

て

い

る

の

は

、 

「
塙

保

己

一

」

で

す

。

ま

た

、

高

等

学

校

の

歴

史

教

科

書

に

、

最

近

取

り

上

げ

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の
 

は

「
琵

琶

法

師

」

で

す

。

し

か

も

、

そ

の

記

述

の

程

度

は

ご

く

簡

単

な

も

の

で

、

障

害

者

の

歴

史

を

理

解
 

す

る

に

は

ほ

ど

遠

い

も

の

で

す

。

塙

保

己

一

が

「
和

学

講

談

所

」

と

い

う

、

今

で

い

え

ば

公

立

大

学

の

よ

う

な

施

設

を

作

り

ま

し

た

。

こ



れ

は

杉

山

和

一

の

「
鍼

治

講

習

所

」

に

も

並

ぶ

も

の

で

す

。

江

戸

時

代

に

作

ら

れ

た

こ

の

両

施

設

と

も

、 

世

界

に

誇

れ

る

も

の

で

す

。

こ

の

「
和

学

講

談

所

」

に

、

時

の

老

中

・
松

平

定

信

は

「
温

故

堂

」

の

名

称
 

を

贈

り

ま

し

た

。

論

語

の

中

の

「
温

故

知

新

」
(
古

き

を

た

ず

ね

、

新

し

き

を

知

る
)

か

ら

と

っ

た

言

葉
 

で

す

。

古

代

か

ら

近

代

に

至

る

ま

で

、

職

業

を

獲

得

し

て

自

立

し

た

生

活

を

全

う

し

、

さ

ら

に

新

し

い

境

地

を
 

開

こ

う

と

、

果

敢

に

挑

戦

し

て

き

た

、

多

く

の

視

覚

障

害

者

が

い

ま

す

。

そ

れ

ら

の

人

々

を

、

大

勢

の

人
 

た

ち

に

広

く

知

っ

て

欲

し

い

と

の

願

い

か

ら

、

こ

の

エ

ッ

セ

イ

を

書

き

ま

し

た

。

本

文

だ

け

で

も

通

読

し
 

て

い

た

だ

き

、

少

し

で

も

共

感

し

て

い

た

だ

け

れ

ば

、

こ

の

書

の

目

的

は

達

せ

ら

れ

た

こ

と

に

な

り

ま

す

。 

今

後

と

も

、

皆

様

の

視

覚

障

害

者

へ
 

の

ご

支

援

と

ご

協

力

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

平

成

一

八

年

三

月

十

七

日
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第

一

部

琵

琶

法

師

た

ち

の

挑

戦

第
１

章 

琵
琶
法
師
の
祖
神
・
人
康
親
王

は
じ
め
に

中

世

か

ら

近

世

に

か

け

て

の

盲

人

た

ち

の

職

業

集

団

を

「
当

道

座

」

と

い

い

ま

す

。

江

戸

時

代

の

杉

山
 

和

一

も

塙

保

己

一

も

、

当

道

座

の

一

員

で

あ

っ

た

わ

け

で

す

が

、

中

世

の

主

要

な

職

業

は

、

琵

琶

を

伴

奏
 

に

し

て

平

家

物

語

を

語

る

「
平

曲

家

」

で

し

た

。

中

世

の

ほ

ぼ

四

〇

〇

年

は

、

当

道

座

は

平

曲

家

の

集

団
 

と

い

っ

て

も

よ

い

も

の

で

し

た

。

近

世

の

江

戸

時

代

で

は

平

曲

が

衰

退

し

、

代

わ

っ

て

箏

曲

三

弦

の

音
 

曲

業

と

鍼

按

業

が

主

要

な

職

業

に

な

り

ま

す

。

こ

の

シ

リ

ー

ズ

で

は

、

古

代

の

平

安

時

代

の

中

期

か

ら

始

ま

り

、

中

世

の

平

家

物

語

を

語

っ

た

琵

琶

法
 

師

た

ち

の

果

敢

な

挑

戦

の

足

跡

を

、

諸

史

料

を

も

と

に

検

証

し

た

い

と

思

い

ま

す

。 

琵

琶

法

師

の

祖

神

と

さ

れ

る

人

康

親

王

、

琵

琶

法

師

の

開

祖

と

も

い

え

る

蝉

丸

、

平

家

物

語

の

製

作

に



か

か

わ

っ

た

生

仏

、

平

家

物

語

の

覚

一

本

を

完

成

さ

せ

た

明

石

覚

一

な

ど

が

、

こ

の

挑

戦

史

の

登

場

人
 

物

に

な

り

ま

す

。

今

回

は

、

琵

琶

法

師

た

ち

の

祖

神

と

し

て

あ

が

め

ら

れ

て

い

る

人

康

親

王

の

実

像

に

迫
 

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

１

人
康
親
王
の
伝
承
記
録

琵

琶

法

師

た

ち

の

座

を

「
当

道

座

」

と

呼

ん

で

い

ま

す

が

、

「
当

道

要

集

」(
1
)

「
当

道

大

記

録

全

」(2)
な
 

ど

の

伝

承

記

事

に

よ

り

ま

す

と

、

座

の

祖

神

と

さ

れ

る

「
人

康

親

王

」

に

つ

い

て

、

次

の

よ

う

に

書

か

れ
 

て

い

ま

す

。

文

中

、

史

実

的

に

確

実

な

事

柄

を

、

私

が

挿

入

し

た

箇

所

も

あ

り

ま

す

。 

（
祖

神

「
天

夜

の

尊

」

と

い

う

の

は

人

康

親

王

（
八

三

〇

～

八

七

二

）

の

こ

と

で

あ

る

。

こ

の

人

は

第
 

五

四

代

仁

明

天

皇

（
八

一

〇

～

八

五

〇

、

在

位

八

三

三

～

八

五

〇

）

の

第

四

皇

子
(3)

で

あ

っ

た

。 

山

科

に

住

ん

で

い

た

の

で

山

科

の

宮

と

も

申

し

た

。

特

に

詩

歌

の

道

に

優

れ

、

在

原

業

平

（
八

二

五
 

～

八

八

〇

）

と

も

親

交

が

あ

り

、

ま

た

当

時

山

科

に

住

ん

で

い

た

小

野

小

町

や

僧

正

遍

昭

（
八

一

六

～
 

八

九

〇

）

の

六

歌

仙

の

人

々

と

も

交

流

が

あ

っ

た

。

文

徳

天

皇

の

八

五

八

（
天

安

二

）

年

、

二

八

歳

の

時
 

に

病

気

で

失

明

さ

れ

、

翌

年

、

親

王

の

号

を

辞

退

し

仏

門

に

入

り

、

法

名

を

法

性

禅

師

と

号

し

た

。

こ
の
 

宮

は

学

問

ば

か

り

で

な

く

、

詩

歌

・
管

弦

の

造

詣

が

深

く

、

多

く

の

公

卿

や

殿

上

人

が

通

っ

た

。

ま

た

、



盲

人

た

ち

を

集

め

て

四

弦

（
琵

琶

の

こ

と

）

玉

笛

（
横

笛

の

こ

と

）

催

馬

楽

（
古

代

歌

謡

の

一

つ

で

琵
 

琶

や

箏

な

ど

を

伴

奏

に

謡

う

も

の

）

な

ど

を

教

え

て

い

た

。

八

七

二

（
貞

観

一

四

）

年

二

月

一

七

日

に

四
 

二

歳

で

死

去

さ

れ

、

こ

の

時

、

人

康

親

王

の

御

家

領

地

が

大

隅

・
薩

摩

・
日

向

に

あ

っ

た

が

、

清

和

天

皇
 

（
琵

琶

の

名

手

で

人

康

親

王

と

も

親

交

が

あ

っ

た

）

の

時

、

こ

れ

ら

を

残

ら

ず

当

道

へ

下

さ

れ

た

。

八
八
 

五

（
仁

和

元

）

年

一

一

月

一

一

日

、

光

孝

天

皇

よ

り

「
天

夜

の

尊

」

の

神

号

を

給

わ

り

、

山

科

郷

四

宮

村
 

柳
 

谷

山

に

御

陵

を

造

り

、

社

を

四

宮

と

号

し

た

。

八

八

五

年

は

光

孝

天

皇

の

即

位

の

翌

年

に

当

た

り

、 

人

康

親

王

の

十

三

回

忌

で

も

あ

っ

た

。

｟

八

八

六

（
仁

和

二

）

年

二

月

一

七

日

、

皇

太

后

は

追

善

供

養

に
 

と

光

孝

天

皇

に

願

い

出

て

、

盲

人

に

検

校

・
勾

当

の

二

官

を

く

だ

さ

れ

た

。｠

そ

の

後

、

当

道

に

下

さ

れ
 

た

人

康

親

王

の

領

地

は

、

後

鳥

羽

院

（
在

位

一

一

八

四

～

一

一

九

八

）

の

時

に

子

細

が

あ

っ

て

返

さ

れ

た

。 

四

条

天

皇

（
在

位

一

二

三

二

～

一
二

四

二

）

は

こ

れ

を

憐

れ

ん

で

、

当

道

へ

運

上

配

当

を

下

さ

れ

る

こ

と
 

を

決

め

た

。
）

図
１

「
人

康

親

王

の

系

図

」

を

み

て

い

た

だ

く

と

、

こ

の

伝

承

記

事

が

明

確

に

な

り

ま

す

。

こ

の

伝

承
 

は

、

今

ま

で

多

く

の

研

究

者

が

全

く

の

虚

構

で

史

料

価

値

の

な

い

も

の

と

さ

れ

て

き

ま

し

た

。(4
) 

し

か

し

、

私

は

ほ

ぼ

真

実

に

近

い

も

の

で

、

史

料

と

し

て

再

検

討

さ

れ

て

然

る

べ

き

も

の

と

思

っ

て

い
 

ま

す

。

た

だ
｟

…
｠

の

「
検

校

・
勾

当

の

二

官

を

く

だ

さ

れ

た

」

こ

と

、

ま

た

当

時

は

ま

だ

「
当

道

」

と 

い

う

名

称

は

な

か

っ

た

の

で

、

こ

の

点

に

つ

い

て

は

疑

問

が

あ

り

ま

す

。

こ

れ

ら

の

こ

と

に

つ

い

て

は

、





明

石

覚

一

の

と

こ

ろ

で

詳

細

に

検

討

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

２
 

人
康
親
王
の
系
図
と
時
代
の
背
景

当

道

座

の

祖

神

そ

し

て

琵

琶

法

師

た

ち

の

祖

神

と

さ

れ

る

人

康

親

王

は

、

仁

明

天

皇

の

第

四

皇

子

と

し
 

て

八

三

〇

年

に

生

ま

れ

ま

し

た

。

第

一

皇

子

の

道

康

が

文

徳

天

皇

、

第

二

皇

子

の

宗

康

親

王

は

仁

明

天

皇
 

の

死

去

の

際

に

出

家

、

第

三

皇

子

の

時

康

が

光

孝

天

皇

で

、

そ

の

弟

の

第

四

皇

子

が

人

康

親

王

と

い

う

こ
 

と

に

な

り

ま

す

。

彼

は

、

学

問

特

に

有

職

故

実

に

通

じ

、

和

歌

の

才

能

に

秀

で

、

管

弦

特

に

琵

琶

に

堪

能
 

で

あ

っ

た

と

い

い

ま

す

。

こ

の

若

く

て

聡

明

な

親

王

の

周

り

に

、

多

く

の

公

卿

が

集

ま

り

、

多

く

の

女

性
 

た

ち

が

注

目

す

る

の

は

自

然

の

成

り

行

き

で

す

。

輝

か

し

い

未

来

を

約

束

さ

れ

た

彼

で

し

た

が

、

九

歳

の
 

時

に

母

・
澤

子

を

亡

く

し

、

二

〇

歳

の

時

に

父

・
仁

明

天

皇

を

亡

く

し

ま

す

。

し

か

も

、

八

五

八

年

二
八
 

歳

の

時

、

病

気

で

失

明

し

ま

す

。

ど

れ

ほ

ど

の

落

胆

で

あ

っ

た

か

計

り

知

れ

ま

せ

ん

。

彼

は

翌

年

、

親

王
 

号

を

辞

退

し

、

落

髪

し

て

山

科

に

遁

世

し

ま

す

。

法

性

禅

師

と

号

し

て

、

十

禅

寺

を

創

建

し

て

そ

こ

を

住
 

居

と

し

ま

す

。

彼

が

こ

こ

に

住

居

を

構

え

た

こ

と

か

ら

、

こ

の

辺

り

を

「
四

宮

」

と

呼

ぶ

よ

う

に

な

り

ま
 

し

た

。

山

科

の

こ

の

辺

り

は

、

洛

中

か

ら

粟

田

口

を

経

て

東

へ

入

っ

た

洛

外

で

、

当

時

の

街

道

筋

で

は

あ
 

り

ま

し

た

が

、

ま

だ

ま

だ

寂

し

い

所

で

し

た

。

そ

れ

に

も

関

わ

ら

ず

、

洛

中

の

公

卿

や

殿

上

人

た

ち

が

、



引

き

も

切

ら

ず

彼

の

も

と

に

通

い

、

学

問

・
管

弦

を

習

っ

た

と

い

い

ま

す

。

彼

は

特

に

琵

琶

の

演

奏

が

得
 

意

で

し

た

。

こ

の

頃

、

帝

王

の

楽

器

と

い

え

ば

琵

琶

で

し

た

。

琵

琶

の

「
秘

曲

伝

授

」

を

「
灌

頂

」(5)
と
 

い

い

ま

す

が

、

「
文

机

談

」(6)
と

い

う

本

に

よ

れ

ば

、
(
歴

代

天

皇

の

中

で

灌

頂

に

ま

で

達

し

た

天

皇

は

清
 

和

天

皇

（
人

康

親

王

の

甥

）

で

あ

り

、

帝

王

の

御

灌

頂

は

こ

れ

を

始

め

と

す

る
)

と

書

か

れ

て

い

ま

す

。 

人

康

親

王

は

清

和

天

皇

よ

り

二

〇

歳

年

上

で

す

が

、

こ

の

二

人

が

琵

琶

の

技

量

を

競

っ

た

で

あ

ろ

う

こ
 

と

は

容

易

に

想

像

で

き

ま

す

。

琵

琶

の

秘

曲

（
石

上

流

泉

・
楊

真

操

・
啄

木

）

の

伝

授

を

灌

頂

と

称

す

る

こ

と

が

、

宮

廷

社

会

に

一
 

般

化

す

る

よ

う

に

な

っ

た

の

は

、

西

園

寺

実

兼

（
一
二

四

九

～

一
三
二

二

）

が

教

師

を

勤

め

た

伏

見

天

皇
 

（
一
二

六

五

～

一

三

一

七

）

の

頃

か

ら

だ

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

清

和

天

皇

は

そ

の

先

駆

を

な

し

た

人

で
 

あ

っ

た

わ

け

で

す

。

な

お

、

琵

琶

に

つ

い

て

は

次

章

で

詳

し

く

書

き

ま

す

。

３
 

不
遇
な
境
遇
を
克
服

八

七

二

年

二

月

一

七

日

、

人

康

親

王

は

山

科

四

宮

の

十

禅

寺

で

死

去

し

ま

し

た

。

四

二

歳

の

若

さ

で

し
 

た

。

そ

の

霊

前

に

、

山

科

の

近

く

に

住

ん

で

い

た

小

野

小

町

か

ら

、

一

首

の

歌

が

届

け

ら

れ

ま

し

た

。

そ
 

の

歌

は

次

の

よ

う

な

も

の

で

、

「
小

町

集

」

に

残

さ

れ

て

い

ま

す

。



今

朝

よ

り

は

悲

し

の

宮

の

山

風

や
 

又

あ

ふ

さ

か

も

あ

ら

じ

と

思

え

ば
 

彼

女

の

生

存

年

は

不

明

で

す

が

、

人

康

親

王

と

ほ

ぼ

同

年

齢

だ

と

思

わ

れ

ま

す

。

彼

女

は

仁

明

天

皇

（
人
 

康

親

王

の

父

）

を

心

か

ら

慕

い

、

仕

え

て

い

た

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

二

人

は

御

所

の

中

で

、

ほ
ぼ
 

一

〇

年

間

（
八

四

〇

～

五

〇

年

頃

）

は

共

に

暮

ら

し

、

詩

歌

管

弦

の

道

で

交

流

が

あ

っ

た

と

推

測

さ

れ

ま
 

す

。

人

康

親

王

は

、

九

歳

の

時

に

母

（
藤

原

澤

子

）

を

、

二

〇

歳

の

時

に

父

（
仁

明

天

皇

）

を

亡

く

し

、 

さ

ら

に

二

八

歳

で

失

明

す

る

と

い

う

不

運

に

遭

遇

し

ま

す

。

こ

の

若

き

親

王

に

彼

女

が

ど

れ

ほ

ど

心

を

痛
 

め

た

か

想

像

で

き

ま

す

。

人

康

親

王

が

失

明

さ

れ

て

山

科

に

隠

棲

す

る

時

、

彼

女

も

後

を

追

っ

て

山

科

に
 

移

り

住

ん

だ

も

の

と

思

わ

れ

ま

す

。

小

野

小

町

は

伝

説

の

多

い

人

で

、

特

に

多

く

の

男

性

か

ら

求

愛

さ

れ
 

て

も

こ

と

ご

と

く

断

り

、

生

涯

独

身

で

通

し

た

こ

と

は

よ

く

知

ら

れ

て

い

ま

す

。

彼

女

の

恋

人

説

は

い

ろ
 

い

ろ

な

人

が

推

定

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

私

は

人

康

親

王

で

あ

っ

た

と

確

信

し

て

い

ま

す

。

こ

の

一

首

に

は

、 

こ

う

し

た

切

々

た

る

想

い

が

込

め

ら

れ

て

い

る

と

感

じ

ま

す

。

系

図

を

見

て

い

た

だ

く

と

わ

か

る

よ

う

に

、

人

康

親

王

の

二

人

の

兄

は

二

つ

の

王

統

を

形

成

し

て

い

た
 

こ

と

が

わ

か

り

ま

す

。(7
)

文

徳

王

統

は

、

文

徳

・
清

和

・
陽

成

と

三

代

三

四

年

間

続

き

ま

す

が

、

こ

の

王

統

の

特

徴

は

、

藤

原

良
 

房

の

朝

廷

と

の

姻

戚

関

係

に

よ

る

政

治

支

配

で

し

た

。

仁

明

天

皇

と

良

房

の

妹

・

順

子

の

子

が

文

徳

天



皇

で

し

た

し

、

文

徳

と

良

房

の

娘

の

明
 

子

の

子

が

清

和

天

皇

で

し

た

。

し

か

も

清

和

が

九

歳

、

陽

成

が
 

八

歳

で

即

位

す

る

と

い

う

「
幼

帝

」

で

あ

っ

た

た

め

、

良

房

が

摂

政

と

し

て

実

際

の

政

治

を

行

っ

た

の

で
 

す

。

三

四

年

続

い

た

文

徳

王

統

は

良

房

の

死

と

陽

成

天

皇

の

乱

行

に

よ

っ

て

終

末

を

迎

え

ま

す

。

こ

の

異
 

常

な

政

治

を

刷

新

し

、

仁

明

天

皇

時

代

の

「
承

和

の

政

治

」

に

戻

す

こ

と

を

目

標

に

成

立

し

た

の

が

、 

光

孝

天

皇

だ

っ

た

の

で

す

。

光

孝

王

統

は

、

光

孝

天

皇

が

五

五

歳

と

い

う

高

齢

で

即

位

し

た

時

に

始

ま

り

ま

す

。

藤

原

良

房

の

強

引
 

な

政

治

関

与

で

、

文

徳

王

統

が

三

代

続

い

た

た

め

に

、

光

孝

天

皇

の

即

位

が

五

五

歳

と

い

う

高

齢

に

な

り

、 

し

か

も

彼

は

在

位

わ

ず

か

三

年

に

し

て

、

短

い

生

涯

を

閉

じ

て

し

ま

い

ま

す

。

人

康

親

王

は

、

兄

の

光

孝
 

天

皇

と

と

も

に

、

文

徳

王

統

の

陰

に

冷

遇

さ

れ

た

不

運

な

境

遇

に

あ

っ

た

の

で

す

。

そ

の

た

め

に

学

問

の
 

道

に

、

そ

し

て

詩

歌

・
管

弦

の

道

に

精

進

し

た

の

だ

と

思

い

ま

す

。

光

孝

王

統

を

後

ろ

盾

と

な

っ

て

推

し

進

め

た

の

が

、

良

房

の

養

子

と

な

っ

た

藤

原

基

経

で

し

た

。

基

経
 

は

人

康

親

王

の

娘

と

結

婚

し

、

光

孝

・
宇

多

天

皇

の

関

白

の

地

位

に

就

き

ま

す

が

、

政

治

を

積

極

的

に

リ

ー
 

ド

す

る

と

い

う

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

光

孝

天

皇

・
宇

多

天

皇

と

共

に

、

か

つ

て

の

仁

明

天

皇

の
 

「
承

和

の

政

治

」

を

目

標

に

し

ま

し

た

。

光

孝

天

皇

は

在

位

わ

ず

か

三

年

で

病

死

し

ま

す

が

、

こ

の

後

を
 

継

い

だ

宇

多

天

皇

は

二

〇

歳

で

即

位

し

、

青

年

天

皇

に

ふ

さ

わ

し

く

積

極

的

な

政

治

を

展

開

し

ま

し

た

。 

菅

原

道

真

を

抜

擢

し

た

こ

と

も

そ

の

一

つ

で

す

。



４

仁
明
朝
の
楽
制
改
革

当

時

の

舞

楽

を

担

っ

て

い

た

の

は

雅

楽

寮

の

人

々

で

し

た

。

雅

楽

寮

は

律

令

制

度

が

完

成

し

た

時

（
大
 

宝

律

令

が

七

〇

一

年

）

に

は

、

す

で

に

作

ら

れ

て

い

た

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

初

め

は

伎

楽

（
仮

面

を

用
 

い

た

舞

踏

で

六

一

二

年

に

わ

が

国

に

伝

え

ら

れ

た

と

さ

れ

る

）

が

中

心

で

し

た

が

、

後

に

「
倭

楽

」

「
唐
 

楽

」

「
高

麗

楽

」

「
百

済

楽

」

「
新

羅

楽

」

を

教

習

す

る

所

に

な

り

ま

し

た

。

こ

れ

以

後

、

雅

楽

寮

で

は

唐
 

楽

を

中

心

に

外

来

の

舞

楽

の

伝

承

に

重

き

が

置

か

れ

て

き

ま

し

た

。

こ

れ

を

大

改

革

し

た

の

が

、

仁

明

朝
 

の

楽

制

改

革

で

し

た

。(8
)

改

革

の

第

一

は

、

楽

器

の

整

理

・

統

一

で

し

た

。

弦

楽

器

に

例

を

と

り

ま

す

と

、

当

時

使

用

さ

れ

て

い
 

た

弦

楽

器

は

「
和

琴

（
六

弦

）
・

琴

（
七

弦

で

中

国

の

も

の

）
・
瑟

（
二

五

弦

の

箏

）
・
箏

（
一

三

弦

で

唐
 

の

も

の

）
・
新

羅

琴

・
琵

琶

（
四

弦

で

ヨ

ツ

ノ

オ

と

も

呼

ぶ

）
・

五

弦

琵

琶

・
阮

咸

（
明

楽

の

四

弦

楽

器

）
・ 

七

弦

楽

器

・
く

ご

（
百

済

琴

で

竪

形

の

ハ

ー

プ

）
・

ほ

う

し

ゅ

く

ご

（
舟

形

の

ハ

ー

プ

）
・
が

く

ご

」

の 

一
二
種

類

に

及

び

ま

し

た

。

こ

れ

を

「
和

琴

・
琵

琶

・
箏

」

の

三

種

に

整

理

し

た

の

で

す

。 

第

二

は

、

雅

楽

の

左

右

両

部

制

で

す

。

従

来

か

ら

国

別

に

楽

師

を

置

い

て

い

た

も

の

を

、

左

方

唐

楽

・ 

右

方

高

麗

楽

と

し

ま

し

た

。

こ

う

し

て

雅

楽

寮

で

は

、

完

全

に

二

分

さ

れ

た

も

の

が

教

習

さ

れ

る

よ

う

に
 

な

っ

た

の

で

す

。

こ

の

う

ち

弦

楽

器

の

琵

琶

と

箏

は

唐

楽

で

の

み

用

い

ら

れ

ま

し

た

。



第

三

は

、

日

本

人

に

よ

る

雅

楽

の

曲

が

盛

ん

に

作

曲

さ

れ

、

公

の

場

で

演

奏

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

こ
 

と

で

す

。

唐

風

の

雅

楽

か

ら

和

風

の

雅

楽

へ

と

変

化

し

た

時

期

で

し

た

。

第

四

は

、

雅

楽

寮

の

整

理

で

大

幅

な

人

員

削

減

を

伴

い

ま

し

た

。

そ

の

た

め

雅

楽

寮

の

人

々

に

加

え

て

、 

近

衛

府

の

人

が

雅

楽

に

参

加

す

る

よ

う

に

な

り

、

主

と

し

て

宮

廷

行

事

の

舞

楽

に

従

事

す

る

よ

う

に

な

り
 

ま

す

。

こ

れ

以

後

、

舞

楽

と

い

う

芸

能

が

雅

楽

寮

か

ら

近

衛

府

へ

、

さ

ら

に

皇

族

・
貴

族

・
民

間

の

人

々
 

へ

と

拡

大

し

て

い

く

こ

と

に

な

り

ま

す

。

清

和

天

皇

・
人

康

親

王

・
蝉

丸

な

ど

が

琵

琶

の

名

手

と

し

て

登

場

し

て

く

る

の

に

は

、

こ

の

よ

う

な

時
 

代

的

な

背

景

が

あ

っ

た

の

で

す

。

系

図

で

特

に

注

目

さ

れ

る

の

は

、

人

康

親

王

の

娘

が

藤

原

基

経

と

結

婚

し

て

、

こ

の

頃

の

実

力

者

で

あ

っ
 

た

関

白

時

平

を

生

ん

で

い

る

こ

と

で

す

。

人

康

親

王

は

関

白

の

父

で

あ

っ

た

わ

け

で

す

が

、

そ

れ

は

彼

の
 

没

後

の

こ

と

で

す

。

５
 

山
科
の
四
宮
の
地

私

が

人

康

親

王

の

御

陵

を

訪

れ

た

の

は

、

平

成

一

四

年

五

月

一

九

日

で

し

た

。

京

阪

電

鉄

「
京

阪

四

宮
 

駅

」

を

降

り

て

旧

東

海

道

を

西

へ

歩

く

と

四

宮

川

（
中

世

の

四

宮

河

原

）

が

あ

り

、

橋

を

渡

る

と

す

ぐ

右





手

に

六

角

の

山

科

地

蔵

堂

が

あ

り

ま

す

。

地

蔵

堂

の

後

ろ

に

「
人

康

親

王

・

蝉

丸

供

養

塔

」
の

石
碑

が

ひ

っ
 

そ

り

と

建

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

を

管

理

し

て

い

る

の

は

徳

林

庵

と

い

う

寺

で

す

。

こ

の

寺

は

約

四

五

〇
 

年

前

に

、

南

禅

寺

の

雲

英

禅

師

が

人

康

親

王

の

菩

提

を

弔
 

う

た

め

に

創

建

し

た

も

の

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

徳
 

林

庵

の

す

ぐ

北

側

に

、

十

禅

寺

が

あ

り

ま

す

。

図
２

「
山
 

科

地

図

」

を

参

照

し

て

く

だ

さ

い

。

私

が

訪

ね

た

時

に

い

た

だ

い

た

こ

の

寺

の

縁

起

を

見

ま
 

す

と

、

次

の

よ

う

に

書

か

れ

て

い

ま

す

。
(

こ

の

寺

は

仁
 

明

天

皇

の

第

四

皇

子

の

人

康

親

王

を

開

山

と

し

、

八

五
九
 

年

に

創

建

さ

れ

た

。

こ

の

辺

り

を

四

宮

と

い

う

の

は

こ

の
 

寺

の

創

建

か

ら

発

祥

し

た

と

い

わ

れ

て

い

る

。

こ

の

境

内
 

の

東

北

に

、

現

在

は

宮

内

庁

が

管

理

し

て

い

る

人

康

親

王
 

陵

が

あ

る

。

度

々

の

戦

火

で

荒

廃

し

て

い

た

も

の

を

、

一 

六

五

五

年

、

一

〇

九

代

の

女

帝

・
明

正

天

皇

（
在
位
一
 

六

三

〇

～

一

六

四

三
)

が

再

興

さ

れ

た

の

が

現

在

の

当

寺
 

で

あ

る

。
）



山

科

の

地

は

、

そ

の

昔

、

中

臣

鎌

足

（
六

一

四

～

六

六

九

）

の

居

住

地

で

し

た

。

彼

は

大

化

改

新

を

成
 

功

さ

せ

た

後

、

娘

を

天

智

天

皇

の

后

に

し

ま

す

。

天

智

天

皇

が

亡

く

な

っ

た

時

、

そ

の

遺

志

に

よ

り

、

六
 

九

九

年

に

山

科

陵

が

造

ら

れ

ま

す

。

こ

の

陵

は

四

宮

の

東

方

、

少

し

離

れ

た

山

麓

に

あ

り

ま

す

。

山

科

に
 

通

じ

る

道

路

は

、

山

城

道

（
中

世

で

は

宇

治

大

道

と

呼

ば

れ

た

）

と

い

わ

れ

、

宇

治

—

木

幡
―

六

地

蔵
―

山

科
―

逢

坂

の

コ

ー

ス

で

し

た

。

平

安

時

代

に

な

る

と

山

科

の

地

区

で

は

、

寺

院

建

築

が

盛

ん

に

な

り

ま
 

す

。

八

四

八

年

に

は

藤

原

順

子

（
仁

明

天

皇

の

后

）

の

安

祥

寺

、

八

七

一

年

に

は

聖

宝

の

醍

醐

寺

、

九
 

〇

〇

年

に

は

藤

原

胤

子

（
宇

多

天

皇

の

女

御

）

の

勧

修

寺

な

ど

が

建

て

ら

れ

ま

し

た

。

山

科

は

真

言

密

教

寺

院

の

盛

ん

な

地

域

と

な

っ

た

の

で

す

。(9
)

ま

た

、

山

城

道

の

コ

ー

ス

に

も

あ

る

よ

う

に

、

六

地

蔵

の

信

仰

が

盛

ん

で

し

た

。

現

在

で

も

京

都

で

は

六

地

蔵

巡

り

と

い

う

の

が

盛

ん

で

、

山

科

地

蔵

に

は

多

く

の

人

が



参

拝

し

ま

す

。

し

か

し

、

こ

の

北

側

に

あ

る

十

禅

寺

と

人

康

親

王

陵

墓

に

参

拝

す

る

人

は

ほ

と

ん

ど

い

な
 

い

よ

う

で

す

。

６

山
科
四
宮
塾
の
琵
琶
法
師
た
ち

八

六

八

年

の

あ

る

晩

秋

の

日

、

山

科

四

宮

の

十

禅

寺

か

ら

、

琵

琶

を

伴

奏

に

催

馬

楽

を

歌

う

声

が

に

ぎ
 

や

か

に

聞

こ

え

て

き

ま

す

。

琵

琶

を

伴

奏

に

歌

を

指

導

し

て

い

る

の

は

、

人

康

親

王

（
こ

の

時

は

法

性

禅
 

師

と

号

し

て

い

ま

し

た

）

で

す

。

こ

こ

は

ま

さ

に

「
山

科

四

宮

塾

」

い

え

る

よ

う

な

観

を

呈

し

て

い

ま

し
 

た

。

洛

中

か

ら

山

科

の

洛

外

へ

、

若

い

公

家

や

殿

上

人

が

有

職

故

実

や

詩

歌

管

弦

を

習

い

に

き

ま

し

た

。 

そ

れ

ば

か

り

で

な

く

、

身

元

の

は

っ

き

り

し

て

い

る

盲

人

た

ち

を

集

め

て

、

特

に

琵

琶

の

演

奏

方

法

と

催
 

馬

楽
(10)

な

ど

の

歌

謡

を

教

え

て

い

ま

し

た

。

四

宮

川

の

せ

せ

ら

ぎ

の

音

と

と

も

に

、

琵

琶

の

音

と

朗

々

と

歌

う

声

が

、

秋

の

澄

ん

だ

空

気

の

中

に

響
 

き

渡

っ
て

き

ま

す

。

こ

の

十

禅

寺

の

敷

地

は

、

人

康

親

王

が

住

ま

わ

れ

た

邸

宅

の

跡

で

す

。

平

安

時

代

の

八

七

〇

年

頃

に

は

、 

公

卿

や

殿

上

人

の

ほ

か

に

多

く

の

盲

人

を

集

め

て

、

琵

琶

や

笛

を

演

奏

し

な

が

ら

歌

謡

を

謡

っ

て

い

た

姿
 

が

目

に

浮

か

び

ま

す

。

「
山

科

四

宮

塾

」

と

い

え

る

よ

う

な

集

ま

り

が

あ

り

、

こ

の

地

か

ら

後

の

琵

琶

法



師

、

例

え

ば

「
小

右

記

」

に

書

か

れ

て

い

る

琵

琶

法

師

や

、

「
今

昔

物

語

」

に

書

か

れ

て

い

る

蝉

丸

な
 

ど

が

、

誕

生

し

た

の

で

は

な

い

か

と

推

測

さ

れ

ま

す

。

人

康

親

王

と

蝉

丸

は

生

存

年

代

は

同

じ

で

は

あ

り
 

ま

せ

ん

が

、

大

変

近

い

年

代

で

あ

る

こ

と

を

考

え

る

と

、

蝉

丸

も

あ

る

い

は

こ

の

流

れ

を

く

む

一

人

で

あ

っ
 

た

と

思

わ

れ

ま

す

。

こ

の

四

宮

か

ら

蝉

丸

が

庵

室

を

結

ん

だ

会

坂

の

関

ま

で

は

す

ぐ

近

く

で

あ

り

、

徳

林
 

庵

の

門

前

に

あ

る

「
人

康

親

王

・
蝉

丸

」

と

並

記

さ

れ

た

供

養

塔

が

あ

る

こ

と

は

、

こ

の

二

人

の

間

に

特
 

別

な

関

係

が

あ

っ

た

こ

と

は

確

か

で

す

。

お
わ
り
に

最

後

に

、

人

康

親

王

は

中

途

失

明

さ

れ

た

人

で

、

周

囲

の

人

々

か

ら

尊

敬

さ

れ

、

学

問

・
芸

能

を

多

く
 

の

人

々

に

教

え

ま

し

た

。

し

か

も

、

当

時

の

盲

人

た

ち

に

も

芸

能

の

道

を

伝

授

し

て

い

た

の

で

す

。

こ
の
 

す

ぐ

後

の

時

代

に

登

場

す

る

蝉

丸

の

こ

と

や

、

九

八

五

年

に

藤

原

実

資

の

邸

宅

に

招

か

れ

た

琵

琶

法

師

の
 

こ

と

を

考

え

あ

わ

せ

ま

す

と

、

人

康

親

王

の

実

像

は

、

以

上

の

よ

う

に

考

え

る

の

が

自

然

だ

と

思

い

ま

す

。 

後

代

の

琵

琶

法

師

た

ち

が

座

を

結

成

し

た

時

、

人

康

親

王

を

祖

神

と

し

た

の

は

、

な

ぜ

で

し

ょ

う

か

。 

そ

の

理

由

の

一

つ

は

、

前

記

の

よ

う

に

「
山

科

四

宮

塾

」

と

い

え

る

所

で

、

多

く

の

盲

人

た

ち

を

集

め

て

、 

琵

琶

の

演

奏

と

歌

謡

を

教

え

て

い

た

と

い

う

事

実

が

、

言

い

伝

え

ら

れ

て

い

た

こ

と

に

よ

る

と

思

わ

れ

ま



す

。

そ

の

二

つ

は

、

「
当

道

座

」

の

縁

起

書

が

、

座

を

結

成

し

た

「
平

曲

家

」

に

よ

っ

て

作

ら

れ

て

い

る
 

と

い

う

こ

と

で

す

。

こ

の

こ

と

は

人

康

親

王

の

時

代

の

仁

明

・
文

徳

・
光

孝

天

皇

の

子

孫

が

、

い

ず

れ

も
 

平

氏

姓

を

与

え

ら

れ

、

九

～

一

〇

世

紀

に

は

桓

武

平

氏

と

並

ん

で

、

源

氏

・
藤

原

氏

・

橘

氏

と

並

ぶ

有

力
 

氏

族

に

位

置

づ

け

ら

れ

て

い

る

こ

と

で

す

。

こ

の

こ

と

は

、

平

曲

が

平

家

一

族

の

鎮

魂

歌

で

あ

る

こ

と

を
 

思

う

と

、

中

世

の

琵

琶

法

師

と

平

家

物

語

を

結

び

つ

け

る

原

点

に

な

っ

て

い

る

と

思

わ

れ

ま

す

。

注

記(
１
)

改
訂
史
籍
集
覧
本
ま
た
は
日
本
庶
民
生
活
資
料
集
成
巻
一
七

(
２
) 

「
奥

村

家

蔵

当

道

座

・
平
家
琵
琶
資
料
」
大

学

堂

書

店

昭

和

五

九

・

一

二

(
３
) 

藤

原

順

子

（
八
〇
九
～
八
七
一
）

道

康

（
八
二
七
～
八
五
八
、
在

位

八
五
〇
～
八
五
八
、
文
徳
天
皇
）

仁

明

天

皇

（
八
一
〇
～
八
五
〇
、
在
位
八
三
三
～
八
五
〇
）

宗

康

（出
家
）

時

康

（
八
三
〇
～
八
八
七
、
在

位

八
八
四
～
八
八
七
、
光
孝
天
皇
） 

人

康

（
八
三
〇
～
八
七
二
、

八
五
八
失
明
し
出
家
）

藤

原

澤

子

（
？
～
八
三
九
）



人
康
親
王
は
第
一
皇
子
が
文
徳
天
皇
、
第
三
皇
子
が
光
孝
天
皇
で
あ
っ
た
の
で
、
光
孝
天
皇
の
弟
と
い
う
こ
 

と
に
な
る

(
４
) 

「
当
道
秘
訣
」
白
井
寛
蔭
 

江

戸

安

政

期

の

著

（人
康
親
王
は
盲
人
で
は
な
く
当
道
要
集
は
全
く
の
虚
構
と
 

す
る
説
）

「
日
本
盲
人
史
」
中

山

太

郎

昭

和

四

〇

年

（白
井
寛
蔭
の
説
を
全
面
的
に
肯
定
し
、
当
道
要
集
は
史
料
価
 

値
の
な
い
も
の
と
の
説
）

「
日
本
盲
人
社
会
史
研
究
」
加

藤

康

昭

一

九

七

四

年

（重
要
な
史
料
と
し
て
詳
細
に
検
討
を
加
え
、
伝
承
 

の
も
つ
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
と
の
説
）

「
奥
村
家
蔵
 

当

道

座

・
平
家
琵
琶
資
料
」 

昭

和

五

九

年

（人
康
親

王
の

伝

承
は

平

家
物

語
を

語

る
盲

僧
 

集
団
が
、
彼
ら
の
本
来
の
呪
術
的
信
仰
を
基
層
と
し
て
表
現
さ
れ
た
も
の
と
の
説
） 

(
５
) 

灌
頂
と
い
う
の
は
仏
教
の
言
葉
で
、
如
来
の
五
智
を
象
徴
す
る
水
を
仏
弟
子
の
頭
頂
に
注
ぎ
、
仏
の
位
の
継
 

承
を
示
す
密
教
の
儀
式
で
あ
る
。
阿
闍
梨
位
を
う
る
た
め
の
伝
法
灌
頂
、
弟

子

と

な

る

た

め

の

受

明

灌

頂

、 

多
く
の
人
々
に
仏
縁
を
結
ば
せ
る
た
め
の
結
縁
灌
頂
と
が
あ
る
。

平

家

物

語

の

「
灌
頂
の
巻
」

は
、
結
縁
灌
頂
の
意
味
を
込
め
て
、
明
石
覚
一
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
も
の
と
 

思
う
。

(
６
) 

「
文
机
談
」
隆
円
の
著
で
、
わ
が
国
の
琵
琶
の
歴
史
に
つ
い
て
最
も
詳
し
く
か
か
れ
て
い
る
説
話
集
 

(
７
) 

日

本

史

講

座

第

三

巻

「
中
世
の
形
成
」
九
頁
 

東
京
大
学
出
版
会
 

二
〇
〇
四
年
七
月



(
８
) 

「
日
本
芸
能
史
１

原

始

・
古
代
」

二
五
七
頁
 

法

政

大

学

出

版

局

一

九

八

一

年

六

月

(
９
) 

「
洛

東

探

訪

・
山
科
の
歴
史
と
文
化
」
淡
交
社
 

平
成
四
年
一
〇
月

(
10) 

雅
楽
の
声
楽
の
一
種
で
、
平

安

初

期

に

朗

詠

と

と

も

に

誕

生

し

た

。

「
伊
勢
海
」

「
こ
ろ
も
が
え
」
な
ど
の
 

曲
が
あ
る
。
伴
奏
楽
器
は
、

ひ
ち
り
き
、
龍
笛
、
琵
琶
、
箏
な
ど
が
使
わ
れ
た
。
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